
グリーンタイム     令和５年８月１日  

渡島農業改良普及センター             TEL 0138-77-8242 

渡島農業改良普及センター渡島北部支所  TEL 0137-62-2496 

檜山農業改良普及センター          TEL 0139-53-6141 

檜山農業改良普及センター檜山北部支所  TEL 0137-84-5514 

飼料作物  

草地更新時の強害雑草対策について 
 
 草地更新時の雑草対策は、更新後の植生に大きく影響します。特に地下茎
で増える雑草や地中で休眠していた種子から発生する雑草については、更新
時の対策が重要です。今号では、強害雑草であるリードカナリーグラスやシ
バムギ、ギシギシが多い草地での雑草対策についてご紹介します。 
 
○更新時の対策 
・リードカナリーグラスやシバムギ、ギシギシは、耕起の際に根が切断され
るとそこから再生します。そのため耕起前に既存の雑草を除草剤で枯殺す
る前植生処理が必要になります。また、ギシギシは実生からの発生を防ぐ
ことが重要であるため、は種と同時に除草剤処理を行う、は種同日処理を
組み合わせた 2 回処理が対策として有効です。次のことに留意して作業
を実施しましょう。 

 
○前植生処理のポイント 
・除草剤を雑草に十分に吸収させるため、雑草の草丈が 30cm 程度になっ
たタイミングで除草剤を散布します。 

・また、散布後は薬剤が雑草の根まで吸収されるのを待つため耕起まで 10
日以上空けます。 

 
○は種同日処理のポイント 
 ・は種床造成後、雑草が生え揃うまで待ってから除草剤を散布します。散

布当日から 10 日以内に牧草のは種を行います。 
 ・なお、泥炭土壌では薬害を生じることから、は種同日処理はできません。 
 
○除草剤２回処理の更新スケジュール例（春は種・夏は種） 
 
 
 
 
 
 

 
 
※強害雑草は、他にもメドウフォックステイル、ハルガヤなどがあり、上記
の方法では対策が困難です。ご不明な点がございましたら、お近くの普及
センターにご相談ください。 


